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題字
大島文雄先生

ヘルン文庫のことなど
中﨑（中尾） 圭子（中国語中国文学　昭和６１年卒）

総 会 記 念 講 演

　今年は旧制富山高等学校１００周年の記念すべき年です
ね。ヘルン文庫が富山に来てからも１００年。昭和６１年、
卒業論文でヘルン文庫の蔵書『孺

じゅ

子
し

歌
か

圖
ず

』（Chinese 
Mother Goose Rhymes）を日本語に訳しました。中国
のわらべ歌です。
　講演では、その時の思い出や小泉八雲の作品の朗読、
また、４月２７日に富山八雲会主催の「ヘルン文庫が富山
に来て１００周年記念フォーラム」で檀ふみさんと共演し
たお話などをお伝えしようと思います。

（会場日時等は p１０をご覧ください。）

地域に選ばれる富山大学と人文学部を目指して
人文学部長　大西宏治…ｐ ４

末原達郎先生の退官記念祝賀会
廣田（檜垣）まり（文人平成 ５年卒）…ｐ ５

同期会のお知らせ（昭和５１年度入学）	 ……………………ｐ ５
林夏生先生を偲ぶ会� 橋本明美（比社平成１４年卒）…ｐ ６

研究室から／東洋史� 　講師　林　美希…ｐ ６
学位記授与式・祝賀会� …………………………………………ｐ ７
体育会ヨット部から活動支援のお願い�…………………ｐ ７
研究室から／ドイツ言語文化� 　教授　黒田　廉…ｐ ７
卒業生進路状況	………………………………………………………ｐ ８
第 ９回 　人文学部のあゆみ	 　准教授　入江幸二…ｐ ９
新刊案内	……………………………………………………………………ｐ ９
同窓会総会、人文の集い、異動、訃報�…………………ｐ１０

旧制富山高等学校開学１００周年
旧制富山高等学校「誕生秘話」

同窓会長　米原　寛（史学昭和４１年卒）…ｐ ２

創学１００周年記念の集い	………………………………ｐ ２
１００周年記念講演と国際シンポジウム

教授　中島淑恵…ｐ ３

１００周年記念バスツアー	 　准教授　入江幸二…ｐ ３

巻頭特集

ヘ
ル
ン
文
庫
の
蔵
書
『
孺じ
ゅ

子し

歌か

圖ず

』
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昨
年
は
、
一
九
二
三
（
大
正
一

二
）
年
に
富
山
大
学
人
文
学
部
の
前

身
に
あ
た
る
旧
制
富
山
高
等
学
校
が

　
集
い
実
行
委
員
長
で
富
山
市

名
誉
市
民
・
富
山
八
雲
会
会
長

　
中
尾
哲
雄
氏
に
よ
る
記
念
講

演
「
蓮
町
の
思
い
出
」
と
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
あ
り

ま
し
た
。

　
北
前
船
交
易
で
栄
え
た
岩
瀬

の
廻
船
問
屋
・
馬
場
家
当
主
で

あ
る
馬
場
は
る
氏
が
、
県
知
事

に
設
置
を
陳
情
し
て
建
設
基
金

を
寄
付
。
同
じ
く
岩
瀬
五
大
家

の
一
つ
米
田
家
が
、
広
大
な
敷

地
を
無
償
で
提
供
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
、
帝
国
大
学
へ
の
入

学
が
可
能
な
旧
制
高
校
は
全
国

　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
馬
場
記
念

公
園
や
地
域
の
将
来
へ
の
思
い
を
テ

ー
マ
に
、
地
元
萩
浦
小
学
校
と
岩
瀬

小
学
校
児
童
か
ら
募
集
し
た
も
の
で

入
賞
の
三
作
品
が
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
後
の
卒
業
生
の
野
村
勲

氏
を
は
じ
め
七
人
の
卒
業
生
が
、
想

い
出
を
語
り
ま
し
た
。

　
旧
制
富
山
高
等
学
校
創
学
百
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
に
は
、
富
山

大
学
人
文
学
部
同
窓
会
も
参
加
し
、

副
実
行
委
員
長
を
務
め
た
米
原
寛
会

長
が
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

き
な
意
義
が

あ
り
ま
し
た
。

　
旧
制
富
山

高
等
学
校
は

富
山
大
学
文

理
学
部
の
前

身
と
な
り
、

現
在
の
人
文

学
部
に
繋
が

っ
て
い
ま
す
。

設
立
さ
れ
て
ち
ょ
う
ど
百
年
で

し
た
。

　

昨
秋
九
月
一
八
日
（
月
・

祝
）、
記
念
の
集
い
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
は
同
校
の
跡
地
で
あ
る

富
山
市
蓮
町
馬
場
記
念
公
園
内

の
富
山
市
北
部
児
童
館
。
こ
の

児
童
館
は
旧
ヘ
ル
ン
文
庫
を
模

し
た
建
物
で
す
。

に
八
校
し
か
な
く
、
富
山
県
に
七
年

制
高
等
学
校
を
開
設
し
進
学
の
道
を

開
い
た
こ
と
は
県
内
外
の
発
展
に
大

旧
制
富
山
高
等
学
校

創
学
１
０
０
周
年
記
念
の
集
い

旧
制
富
山
高
等
学
校「
誕
生
秘
話
」

同
窓
会
長　

米
原
　
　
寛
（
史
学
昭
和
４１
年
卒
）

　
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
は
、

時
の
政
府
原
敬
内
閣
の
意
を
受
け
て

「
高
等
学
校
の
修
業
年
限
は
七
年
と

す
る
」
七
年
制
の
高
等
学
校
制
度
が

発
足
、
教
育
改
革
が
始
ま
っ
た
の
で

す
。「
七
年
制
」
と
は
、
英
国
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
に
範
を
求
め
、

中
高
一
貫
の
七
年
制
を
導
入
、
尋
常

科
四
年
と
高
等
科
三
年
で
構
成
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
尋
常
科
に
特
色
が
あ

り
、「
幼
少
の
頃
に
こ
そ
人
格
形
成

の
基
盤
を
作
る
の
が
肝
要
」
と
の
言

に
よ
る
も
の
で
し
た
。
富
山
に
お
い

て
も
、
丁
度
時
を
得
て
岩
瀬
町
の
資

産
家
で
あ
る
馬
場
は
る
氏
か
ら
、
祝

賀
金
と
し
て
「
開
学
基
金
」
の
申
し

出
が
あ
っ
て
、
一
挙
に
開
学
の
運
び

と
な
っ
た
の
で
す
。
大
正
十
二
年
に

旧
制
の
富
山
高
等
学
校
が
創
校
、
翌

十
三
年
に
開
校
、
当
時
県
立
の
旧
制

の
富
山
高
校
は
、
な
ん
と
、
東
京
に

続
い
て
富
山
が
二
番
目
に
開
学
、
時

あ
た
か
も
、
皇
太
子
（
後
の
昭
和
天

皇
）
の
婚
儀
が
挙
行
さ
れ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
も
あ
り
、「
富
山
新
報
」
に

は
「
朝
野
の
名
士
千
数
百
名
が
列

席
、
学
園
、
終
日
祝
賀
気
分
」
と

大
々
的
に
報
道
し
た
の
で
す
。ま
た
、

旧
制
富
山
高
校
は
、
当
時
、
県
民
の

間
で
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
申
し

子
」と
も
言
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
慶
事
と
相
俟
っ
て
、
新
し
い
学

府
の
創
設
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い

た
、
富
山
市
出
身
の
豊
か
な
学
殖
、

謹
厳
誠
実
な
人
柄
の
南
日
恒
太
郎
氏

が
初
代
の
校
長
に
就
い
た
の
で
す
。

折
良
く
、
丁
度
、
馬
場
は
る
氏
か
ら

の
基
金
も
あ
り
、
当
時
引
く
手
あ
ま

た
と
い
わ
れ
た
小
泉
八
雲
の
蔵
書

「
ヘ
ル
ン
文
庫
」
を
富
山
の
地
に
誘

致
し
た
い
と
の
思
い
が
実
現
し
た
の

で
す
。
大
正
十
五
年
に
は
、
南
日
校

長
の
存
在
も
あ
っ
て
、
第
一
回
全
国

七
年
制
高
等
学
校
長
会
議
が
、
こ
の

富
山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
富
山
県

の
面
目
躍
如
た
る
出
来
事
で
し
た
。

旧
制
富
山
高
校
の
創
学
当
初
の
教
育

理
念
は
、
そ
の
後
の
富
山
大
学
人
文

学
部
に
受
け
継
が
れ
、
全
国
で
有
為

活
躍
し
て
い
る
多
く
の
優
秀
な
人
材

を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
か
く
て
、

我
々
同
窓
生
が
、
開
学
以
来
百
年
の

な
か
で
培
わ
れ
た
歴
史
と
伝
統
に
支

え
ら
れ
て
、
富
山
大
学
の
人
文
学
部

が
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
こ
と

に
誇
り
と
す
べ
き
こ
と
と
思
い
ま
す
。



3（　）

旧
制
富
山
高
等
学
校
１
０
０
周
年
記
念

　

バ
ス
ツ
ア
ー
開
催
さ
れ
る准教

授　

入
江
　
幸
二

　
令
和
六
年
二
月
十
日
、
富
山
大
学

人
文
学
部
第
六
講
義
室
に
て
、
旧
制

富
山
高
等
学
校
設
立
百
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
記
念
講
演
会
お
よ
び
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

残
念
な
が
ら
発
起
人
で
あ
る
齊
藤
学

部
長
は
病
気
療
養
中
の
た
め
病
室
か

ら
のZoom

聴
講
と
な
っ
た
が
、

大
西
副
学
部
長
以
下
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
一
丸
と
な
っ

て
準
備
を
進
め
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
齊
藤
学
部
長
の
挨
拶
の
代
読
も
含

ま
れ
た
大
西
副
学
部
長
の
挨
拶
の

後
、
記
念
講
演
会
と
し
て
、
京
都
大

学
教
育
学
研
究
科
の
田
中
智
子
教
授

に
、「
旧
制
高
校
設
立
史
の
な
か
の

富
山
高
等
学
校
―
歴
史
的
位
置
と
意

　
二
〇
二
四
年
三
月
二
日
㈯
、
旧
制

富
山
高
等
学
校
百
周
年
を
記
念
し
た

バ
ス
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
黒
田
講
堂
を
出
発
し
た
一
行
は
、

ま
ず
旧
制
富
山
高
等
学
校
の
跡
地
、

蓮
町
の
馬
場
記
念
公
園
に
向
か
い
ま

し
た
。
公
園
の
名
は
旧
制
富
山
高
等

学
校
設
立
に
多
額
の
寄
付
を
し
た
馬

場
は
る
さ
ん
に
由
来
し
ま
す
。

義
―
」
と
い
う
論
題
で
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。
い
わ
ゆ
る
ナ
ン
バ
ー
ス
ク

ー
ル
の
設
立
は
多
く
の
場
合
旧
藩
の

当
主
の
財
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
か

っ
た
の
に
対
し
、
富
山
高
等
学
校
は

民
間
の
篤
志
家
か
ら
の
寄
附
が
中
心

で
あ
る
こ
と
、
全
国
で
も
珍
し
い
七

年
制
の
男
子
校
と
し
て
発
足
し
た
こ

と
な
ど
、
全
国
の
高
等
学
校
の
中
で

も
ま
れ
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
と
り
わ

け
近
県
で
あ
る
金
沢
や
新
潟
の
事
情

に
鑑
み
て
も
、
富
山
高
等
学
校
が
当

時
と
し
て
も
画
期
的
で
あ
り
、
地
方

都
市
と
し
て
は
出
色
の
中
等
教
育
機

関
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
こ
の
あ
と
中
島
が
旧
制
富
山
高
等

来
に
生
か
す
」
と
題
し
て
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
那

須
野
絢
子
先
生
（
常
葉
大
学
助
教
）

が
、「
焼
津
に
お
け
る
地
域
資
源
と

し
て
の
小
泉
八
雲
～
静
岡
県
の
文
学

資
産
と
の
比
較
を
交
え
て
～
」
と
し

て
、
焼
津
に
お
け
る
小
泉
八
雲
の
文

学
資
産
と
し
て
の
若
年
層
を
中
心
と

し
た
活
用
例
と
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
い
た
。
次
に
、
西
成
彦
先
生

（
立
命
館
大
学
特
任
教
授
）「
お
し
ゃ

べ
り
は
耳
の
栄
養
、
ハ
ー
ン
の
耳
か

ら
舌
へ
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
先

生
の
ハ
ー
ン
研
究
の
軌
跡
と
関
連
し

て
五
感
に
訴
え
る
ハ
ー
ン
の
諸
相
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、
最
後
に

ル
イ
ソ
ロ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ル
先
生

（
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
）
か
ら

「
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
な
至
宝
の
眠
る
図

書
館　
い
か
に
し
て
私
は
ラ
フ
カ
デ

ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
未
刊
行
原
稿
を
見

つ
け
た
か
」
と
し
て
、
主
に
池
田
記

念
美
術
館
収
蔵
の
未
公
開
資
料
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　
当
日
は
南
日
恒
太
郎
初
代
富
山
高

等
学
校
長
の
曽
孫
南
日
賢
氏
を
は
じ

め
と
し
て
旧
制
富
山
高
等
学
校
ゆ
か

り
の
方
々
、
人
文
学
部
同
窓
会
の
皆

様
、
富
山
八
雲
会
の
皆
様
、
教
職

員
・
在
学
生
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
活
発
な
情
報
交
換
の
場
と
な

っ
た
。

蓮
町
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
駅
で
し
た
。

同
学
部
は
教
養
教
育
も
担
当
し
て
い

た
の
で
、
一
九
六
二
年
に
文
理
学
部

が
五
福
に
移
転
す
る
ま
で
は
教
育
学

部
、
薬
学
部
、
工
学
部
の
富
大
生
も

こ
こ
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　
公
園
内
に
は
「
旧
制
富
山
高
等
学

校
・
富
山
大
学
文
理
学
部
正
門
跡
」

「
馬
場
は
る
像
」「
ヘ
ル
ン
文
庫
跡

　
今
の
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
蓮
町
（
馬
場

記
念
公
園
前
）
駅
は
、
元
の
「
高
等

学
校
前
駅
」
で
す
。
こ
の
駅
は
旧
制

富
山
高
等
学
校
に
隣
接
し
、
戦
後
は

新
制
富
山
大
学
文
理
学
部
い
わ
ゆ
る

旧高等学校前駅の登校風景

碑
」、
旧
制
富
山
高
等
学
校
生
を

象
徴
す
る
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
青
冥
万
里
像
」
な
ど
が
点
在

し
、「
旧
ヘ
ル
ン
文
庫
」
を
模
し

た
デ
ザ
イ
ン
の
富
山
市
立
北
部
児

童
館
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
児

童
館
で
は
、
関
連
の
展
示
パ
ネ
ル

な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

次
い
で
バ
ス
は
岩
瀬
へ
向
か

い
、
地
震
の
影
響
で
閉
鎖
中
だ
っ

た
馬
場
家
と
森
家
の
前
を
通
過
し

て
、
旧
制
富
山
高
等
学
校
の
建
物

を
一
部
移
築
し
た
ホ
テ
ル
古
志
及

び
龍
光
寺
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
富
山
市
北
新
町
の
「
富
山

県
教
育
発
祥
の
地
」
の
記
念
碑
を
見

て
、
ツ
ア
ー
を
終
了
し
ま
し
た
。

旧
制
富
山
高
等
学
校
設
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

記
念
講
演
会
お
よ
び
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
記

教
授　

中
島
　
淑
恵

学
校
の
至
宝
で
あ

る
ヘ
ル
ン
文
庫
の

紹
介
を
行
い
、
附

属
図
書
館
の
協
力

も
得
て
ヘ
ル
ン
文

庫
の
訪
問
も
行
っ

た
。
こ
れ
に
続
け

て
、「
旧
制
富
山

高
等
学
校
の
至
宝

ヘ
ル
ン
文
庫
を
未
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富
山
大
学
人
文
学
部
長
　
大
西
　
宏
治

地
域
に
選
ば
れ
る

地
域
に
選
ば
れ
る

　
富
山
大
学
と
人
文
学
部
を
目
指
し
て

　
富
山
大
学
と
人
文
学
部
を
目
指
し
て

　
二
〇
二
四
年
四
月
に
人
文
学
部
長

に
就
任
し
た
大
西
宏
治
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
現
在
、
大
学

や
人
文
学
部
の
置
か
れ
て
い
る
社
会

的
状
況
は
決
し
て
明
る
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
任
期
の
間
に
明
る

い
展
望
の
一
端
で
も
見
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
た
い
で
す
。

　
私
の
専
門
分
野
は
人
文
地
理
学
で

す
。
社
会
の
様
々
な
事
象
に
つ
い
て

地
図
な
ど
地
域
を
と
ら
え
る
ツ
ー
ル

を
活
用
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い

く
学
問
分
野
で
す
。
私
は
地
理
学
の

視
点
に
立
脚
し
、
地
域
の
様
々
な
課

題
を
検
討
し
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
課
題
の
解
決
を

試
み
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
大
学
教
育
の
一
環
と
し
て
大
学

生
が
自
ら
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
支
援
し
て
き
ま

し
た
。
富
山
の
ま
ち
を
つ
か
っ
て
、

大
学
生
が
と
ら
え
た
地
域
課
題
を
ま

ち
づ
く
り
の
活
動
を
通
し
て
向
き
合

っ
て
み
る
取
り
組
み
に
協
力
し
て
き

ま
し
た
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
説
明
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
こ
こ
で
説
明
さ
せ

な
か
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
賑
わ
い
を

創
出
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
ま

た
、
学
生
が
ま
ち
づ
く
り
活
動
と
し

て
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
声
に
で
き

れ
ば
、
支
援
し
て
く
れ
る
大
人
が
い

る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、

そ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
富
山

県
外
出
身
の
学
生
に
対
し
て
富
山
に

愛
着
を
持
っ
て
、
第
二
の
故
郷
と
し

て
く
れ
る
学
生
を
生
み
出
し
た
い
と

取
り
組
み
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、

富
山
大
学
の
お
よ
そ
七
十
五
％
の
学

生
は
富
山
県
外
出
身
者
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
他
県
か
ら
や
っ
て
き
た
学
生
が
富

山
大
学
で
の
学
び
と
富
山
で
の
暮
ら

し
に
満
足
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、

富
山
大
学
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

学
生
の
学
び
に
つ
い
て
の
満
足

は
、
教
員
が
自
分
の
専
門
分
野
に
関

し
て
し
っ
か
り
と
し
た
教
育
を
行
う

こ
と
で
達
成
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
ま
ち
へ
の
満
足
に
つ

い
て
も
大
学
と
し
て
取
り
組
め
る
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
七
十
五
％
の
学
生
は
富
山

大
学
の
周
り
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
学
生
は
神
通
川
を
超
え
、

総
曲
輪
や
西
町
、
中
央
通
り
、
そ
し

て
駅
前
に
出
か
け
て
楽
し
ん
で
い
た

と
思
い
ま
す
が
、
現
在
の
学
生
は
五

福
に
と
ど
ま
り
、
そ
こ
を
み
て
「
富

山
に
は
何
も
な
か
っ
た
」
と
い
っ
て

卒
業
し
て
い
く
学
生
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
を
学
び
の
力
で
解
消

で
き
な
い
か
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
人
文
学
部
の
学
び
の
中
に
も
県
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
と
触
れ
合
う
こ

と
で
達
成
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
取
り
組
み
を
活
か
し
な
が

ら
、
学
生
の
満
足
す
る
人
文
学
部
と

富
山
で
の
暮
ら
し
を
創
り
出
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
学
生
の
富
山

で
の
満
足
感
の
高
ま
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

富山大学学生の富山県出身者割合
（富山大学資料により作成）

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
二
〇
一
一
年
に
総
曲
輪

通
り
商
店
街
に
「
ま
ち
な

か
研
究
室M

A
G.net

」

の
設
置
を
富
山
市
に
提
案

し
ま
し
た
（
二
〇
一
八
年

に
閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
。）

現
在
の
中
心
商
店
街
に
は

多
く
の
若
者
に
と
っ
て
魅

力
を
感
じ
る
た
め
の
手
掛

か
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
学

生
が
ま
ち
に
立
ち
寄
る
理

由
を
創
る
こ
と
で
、
ま
ち

富山市における大学生の居住分布（２０２０年国勢調査により）
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末
原
達
郎
先
生
の
退
官
記
念
祝
賀
会

末
原
達
郎
先
生
の
退
官
記
念
祝
賀
会

廣
田
廣
田（
檜
垣
）

（
檜
垣
）ま
り
ま
り
（
文
化
人
類
学
平
成

（
文
化
人
類
学
平
成
５５
年
卒
）

年
卒
）

　
文
化
人
類
学
研
究
室
で
一
九
八
九

年
～
一
九
九
六
年
ま
で
教
鞭
を
と
ら

れ
た
末
原
達
郎
先
生
が
二
〇
二
二
年

三
月
に
龍
谷
大
学
を
退
職
さ
れ
ま
し

た
。
同
年
一
月
十
七
日
の
最
終
講
義

「
農
学
と
人
類
学
の
境
界
を
超
え
て
」

に
は
、
龍
谷
大
学
の
ご
協
力
の
も

と
、
富
山
大
学
の
卒
業
生
もZoom

参
加
し
、
懐
か
し
い
先
生
の
声
を
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
と
な

り
、
二
〇
二
三
年
七
月
十
五
日
待
ち

九
九
一
年
の
調
査
実
習
地
だ
っ
た
富

山
市
岩
瀬
の
ホ
テ
ル
古
志
を
貸
し
切

り
、
山
海
の
幸
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
者
の
近
況
報
告
は
も
ち
ろ
ん
、
欠

席
し
た
卒
業
生
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

迎
え
ま
す
。
藤
本
先
生
・
野
澤
先
生

と
協
力
し
な
が
ら
、
記
念
文
集
の
作

成
や
大
同
窓
会
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
同
窓
会
へ
の
ご
参
加
と
文
集
へ

の
寄
稿
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
福
岡
市
在
住
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
は
ス
ワ
ヒ
リ

歌
謡
の
「
マ
ラ
イ

カ
」
を
皆
で
歌

い
、
岩
瀬
曳
山
祭

に
待
っ
た
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
お

蔭
で
、
赤
阪
先
生

の
傘
寿
と
重
な

り
、
サ
プ
ラ
イ
ズ

で
一
緒
に
祝
う
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
当
日
は
、
末

原
先
生
ご
夫
妻
、

赤
阪
先
生
ご
夫
妻

を
は
じ
め
、
総
勢

三
六
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
一
九
九
〇
～
一

り
の
木
遣
り
歌
で

一
次
会
を
締
め
ま

し
た
。

　
二
〇
二
九
年
、

文
化
人
類
学
研
究

室
は
五
十
周
年
を

富
山
大
学
同
窓
会
連
合
会

富
山
大
学
同
窓
会
連
合
会

●
編
集
委
員
●

山
本　

孝
一　
　

山
藤　
　

登

成
瀬
裕
美
子　
　

谷
口　

恵
子

田
中　

史
子　
　

高
波　

満
里

◎
第
１５
回
（
二
〇
二
四
年
度
）
富
山

大
学
同
窓
会
連
合
会
総
会
及
び
講

演
会
の
ご
案
内

期
日
：
七
月
十
八
日
㈭

会
場
：
電
気
ビ
ル

日
程
：
十
八
時
～
総
会

　
　
　
十
八
時
二
十
五
分
～
講
演
会

　
　
　
十
九
時
三
十
分
～
懇
親
会

　
講
演
会
講
師
は
人
文
学
部
准
教
授

入
江
幸
二
先
生
で
す
。
皆
様
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
ご
案
内

期
日
：
十
月
二
十
六
日
㈯

会
場
：
五
福
キ
ャ
ン
パ
ス

担
当
：
経
済
学
部
同
窓
会
越
嶺
会

　
い
ず
れ
も
詳
細
は
同
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

文化人類学同窓会のお知らせ
　文化人類学研究室同窓会で
は、４０周年を機に２０２０年から毎
年ニューズレター『文人』を発
行しており、今年
も№ ５を掲載予定
です。詳しくは研
究室のホームペー
ジをご覧下さい。

　
文
理
学
部
文
学
科
最
後
の
入
学

生（
昭
和
五
十
一
年
度
）の
方
々
へ

の
同
期
会
開
催
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
あ
れ
か
ら
五
十
年
近
く
経
ち
ま

し
た
。
年
金
受
給
の
齢
も
経
て
、

次
の
人
生
を
歩
み
始
め
る
頃
、
一

度
集
ま
り
、
学
生
時
代
を
思
い
出

せ
ば
、
当
時
の
元
気
が
蘇
る
に
違

い
な
い
と
、同
期
の
有
志（
国
文
：

藤
井 

哲
学
：
中
川・武
田 

中
文
：

池
田・笹
井・甲
斐
）
で
語
ら
い
、

同
期
会
を
計
画
し
ま
し
た
。
大
げ

さ
な
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
都

合
宜
し
け
れ
ば
、
左
記
の
要
領
で

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

記
　

日
時
：
十
月
十
九
日
㈯
　
十
四
時

場
所
：
富
山
大
学
人
文
学
部
一
階

　
　
　
第
二
講
義
室

参
加
予
定
の
方
は
事
前
に
甲
斐
ま

で
連
絡
頂
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

kaika66@
outlook.jp

　
な
お
、
当
日
十
時
よ
り
同
窓
会

主
催
の
「
人
文
の
集
い
」（
講
演

と
昼
食
会
）
が
開
か
れ
ま
す
。
そ

ち
ら
も
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

（
１０
頁
参
照
）

　
同
期
会
な
ど
の
計
画
は
同
窓
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
手
伝
い

し
ま
す
。

同
期
会
の
お
知
ら
せ

（
昭
和
五
十
一
年
度
入
学
生
）
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人
文
学
部
国
際
関
係
論
分
野
を
担

当
さ
れ
て
い
た
林
夏
生
准
教
授
が
二

〇
二
四
年
一
月
七
日
に
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
林
先
生
は
、
一
九
九
八
年

十
月
に
富
山
大
学
人
文
学
部
に
着
任

し
て
以
来
、
約
二
十
六
年
に
わ
た
っ

て
教
鞭
を
取
り
続
け
ら
れ
、
ゼ
ミ
の

学
生
、
留
学
生
、
サ
ー
ク
ル
の
学
生

な
ど
百
七
十
名
以
上
の
学
生
た
ち
に

影
響
を
与
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
〇
一
五
年
か
ら
は
、
富
山
大
学

人
文
学
部
を
拠
点
と
す
る
「
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
ラ
ウ
ン
ジ
富
山
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
民
族
的
・
宗

教
的
・
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
直
面

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
困
難
に
つ

い
て
知
り
・
対
話
す
る
場
づ
く
り
を

続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
で
は
ア
カ
ペ
ラ
・
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
「IN

SPIRE

（
イ
ン
ス
パ

イ
ア
）」
を
結
成
し
、
金
沢
や
富
山

で
ラ
イ
ブ
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
三
月
二
日
㈯
、
富
山
大
学
人
文
学

部
第
六
講
義
室
に
て
林
夏
生
先
生
を

偲
ぶ
会
が
開
催
さ
れ
、
九
十
九
名
も

の
方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

偲
ぶ
会
第
一
部
で
は
現
役
の
学

生
、
卒
業
生
、
富
山
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ョ
ッ
ト
写
真
を
使
い
、
卒
業
生
が
制

作
し
た
映
像
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

林
先
生
と
の
思
い
出
写
真
が
富
山
大

学
を
背
景
に
写
し
出
さ
れ
、
映
像
の

最
後
に
は
林
先
生
の
歌
声
と
と
も

に
、
林
先
生
の
幼
少
の
頃
か
ら
の
成

長
記
録
と
も
い
え
る
写
真
が
次
々
と

映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
の
林
先
生
へ
の
思
い
が
募
り
、

会
場
に
は
目
に
涙
を
浮
か
べ
て
い
る

参
加
者
の
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
、
卒

業
生
が
作
成
し
た
林
先
生
の
活
動
を

ま
と
め
た
新
聞
が
号
外
と
し
て
配
ら

れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
林
先
生
を
通
じ
て
集
ま

っ
た
参
加
者
同
士
の
交
流
会
の
場
と

な
り
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で
写
真

撮
影
を
行
っ
て
笑
顔
で
林
先
生
へ
の

ィ
ラ
ウ
ン
ジ
の
方
、
同

僚
の
先
生
方
な
ど
が

次
々
と
林
先
生
の
思
い

出
を
語
り
ま
し
た
。
途

中
、
林
先
生
の
弟
さ
ん

か
ら
の
動
画
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
流
さ
れ
、
皆
で
黙

と
う
を
し
て
、
先
生
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

し
た
。

　
第
一
部
の
最
後
に
は

み
な
さ
ん
か
ら
募
っ
た

林
先
生
と
の
ベ
ス
ト
シ

思
い
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　
こ
の
会
を
通
じ
て
林

先
生
急
逝
の
知
ら
せ
を

受
け
て
や
り
場
の
な
い

悲
し
み
を
同
じ
気
持
ち

の
仲
間
と
と
も
に
昇
華

し
、
そ
し
て
、
林
先
生

へ
の
思
い
を
胸
に
、
新

た
に
進
ん
で
い
け
る
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。

（
金
沢
市
在
住
）

林
夏
生
先
生
を
偲
ぶ
会

林
夏
生
先
生
を
偲
ぶ
会

橋
本　
明
美

橋
本　
明
美
（
比
較
社
会　
平
成

（
比
較
社
会　
平
成
１４１４
年
卒
）

年
卒
）

　
卒
業
生
の
皆
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
。

元
気
に
お
過
ご
し
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
。
わ
た
し
は
二
〇
二
二
年
四
月
に

人
文
学
部
に
着
任
し
た
ば
か
り
な
の

で
、
よ
う
や
く
富
山
で
の
三
度
目
の
春

を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
の
東
洋

史
分
野
は
、
二
〇
二
〇
年
三
月
に
澤
田

稔
先
生
が
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
あ
と
、

徳
永
洋
介
先
生
と
林
の
二
人
体
制
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
そ
の

徳
永
先
生
も
今
年
度

二
〇
二
五
年
三
月
を

も
っ
て
定
年
退
職
の

予
定
で
あ
り
、
そ
う

な
れ
ば
東
洋
史
の
教

員
は
し
ば
ら
く
私
一

人
と
な
り
ま
す
。
ご

存
知
の
よ
う
に
、
本

学
の
東
洋
史
分
野
の
扱
う
範
囲
は
中
国

史
の
み
な
ら
ず
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ス

ラ
ー
ム
ま
で
広
範
で
す
か
ら
、
こ
の
小

さ
な
撫
で
肩
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東

半
分
が
の
し
か
か
る
日
も
そ
う
遠
く
あ

り
ま
せ
ん
。
先
生
が
三
人
お
ら
れ
た
頃

を
ご
存
知
の
方
か
ら
す
れ
ば
、
隔
世
の

感
か
と
存
じ
ま
す
。

　
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
日
中
関
係
の

影
響
か
、
あ
る
い
は
漢
文
訓
読
に
馴
染

め
な
い
の
か
、
最
近
は
と
か
く
東
洋
史

と
い
う
学
問
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す

が
、
幸
い
進
級
し
て
く
る
新
入
生
た
ち

は
少
数
精
鋭
で
「
よ
く
遊
び
よ
く
学

べ
」
を
楽
し
く
実
践
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
こ
こ
数
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン

ト
は
ほ
と
ん
ど
中
止
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
秋
に
は
久
し
ぶ
り
に
実
習
旅

行
が
復
活
し
ま
し
た
（
写
真
は
そ
の
時

の
も
の
）。
根
津
美
術
館
の
「
北
宋
書

画
精
華
展
」
と
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
の

「
二
つ
の
頂
展
」
の
開
催
に
合
わ
せ
て

一
泊
二
日
で
東
京
に
遠
征
し
、
出
光
美

術
館
や
東
京
大
学
経
済
学
部
資
料
室
に

も
足
を
運
び
ま
し
た
。
画
面
越
し
で
は

決
し
て
味
わ
え
な
い
実
物
の
迫
力
を
体

感
す
る
、
ま
た
と
な
い
機
会
に
な
っ
た

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
新
年
早
々
、
北
陸
は
大
き
な
地

震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
卒
業
生
の

思
い
出
と
汗
と
涙
が
詰
ま
っ
た
演
習
室

で
は
、
激
し
い
揺
れ

で
備
え
つ
け
の
本
棚

の
ネ
ジ
が
飛
び
書
籍

が
落
下
。
食
器
棚
に

三
〇
近
く
残
っ
て
い

た
豚
汁
用
（
？
）
の

小
ど
ん
ぶ
り
も
多
く

が
失
わ
れ
、
学
生
に

最
も
利
用
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
大
漢

和
辞
典
の
語
彙
索
引
は
四
つ
に
裂
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。
図
書
館
は
さ
ら
に
甚

大
な
被
害
を
受
け
、
書
架
か
ら
落
下
し

た
本
を
並
べ
直
す
復
旧
作
業
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
決
し
て
明
る
い
と
は
言
え
な
い
世
相

で
す
が
、
卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍

は
後
輩
と
な
る
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も

大
き
な
励
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

時
々
、
近
況
な
ど
お
知
ら
せ
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
歴
史
文
化
コ
ー
ス

　
　
東
洋
史
分
野

講
師
　
林
　
　
美
希

思
想・歴
史
文
化
領
域

研
究
室

研
究
室か

ら
か
ら
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創
部
か
ら
六
十
年
、
Ｏ
Ｂ
と
現

役
の
悲
願
だ
っ
た
全
日
本
イ
ン
カ

レ
昨
年
度
団
体
戦
（
琵
琶
湖
）
に

初
出
場
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
予

選
を
勝
ち
抜
き
、
全
日
本
イ
ン
カ

レ
団
体
戦
（
福
岡
）
に
出
場
す
る

こ
と
が
決
定
。

　
現
在
、
更
な
る
高
み
（
団
体
戦

１０
位
以
内
、
国
公
立
大
学
３
位
以

内
）
を
目
指
し
て
練
習
中
。
た

だ
、
部
員
の
安
全
確
保
の
た
め
の

救
助
艇
が
老
化
し
て
お
り
、
買
い

替
え
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
是
非
と
も
ご
寄
附
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
活
動
支
援
の
お
願
い

　
富
山
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
課
外
活

動
支
援
基
金
に
寄
附
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
ご
意
見
欄
に
「
ヨ
ッ
ト
部
指
定

寄
附
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
附
金
は
税
制
上
の
優
遇
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
ヨ
ッ
ト
部
に
寄
附
し
て
い
た
だ

い
た
個
人
、
団
体
様
の
お
名
前

を
購
入
予
定
の
レ
ス
キ
ュ
ー
ボ

ー
ト
の
Ｏ
銘
板
に
記
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
ご
希
望
の

方
の
み
）

　
ヨ
ッ
ト
部
に
ご
縁
の
無
か
っ
た

方
も
、
私
た
ち
を
育
て
て
い
た
だ

　
卒
業
生
の
皆
さ
ま
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　
私
が
着
任
し
た
の
は
、
も
う
二
十
五

年
前
に
も
な
り
ま
す
。
当
時
の
ド
イ
ツ

言
語
文
化
研
究
コ
ー
ス
は
、
語
学
ま
た

は
文
学
を
専
門
と
す
る
教
員
六
人
を
抱

え
、
充
実
し
た
教
育
体
制
を
整
え
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
二
〇
一
二
年
三
月

に
山
本
孝
一
先
生
と
北
村

純
一
先
生
が
、
二
〇
一
四

年
に
別
本
明
夫
先
生
が
定

年
退
職
さ
れ
て
、
教
員
三

人
と
な
り
ま
し
た
。
二
〇

二
二
年
に
は
宮
内
伸
子
先

生
が
定
年
を
迎
え
ら
れ
、

現
在
は
語
学
専
門
の
阿
部

美
規
先
生
と
私
の
二
人
だ

け
で
、
文
学
の
教
員
は
不

在
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・

ツ
ォ
ウ
ベ
ク
先
生
も
昨
年
退
職
さ
れ
、

常
勤
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
も
欠
く
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
文
学
の
方
は
教
養

教
育
院
の
名
執
基
樹
先
生
の
、
ド
イ
ツ

語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
勤

講
師
の
ル
ー
ト
・
ラ
イ
ヒ
ェ
ル
ト
先
生

の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

の
教
育
を
可
能
な
限
り
維
持
し
よ
う
と

努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
富
山
大
学
の
ド
イ
ツ
語
と
言
え
ば
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
思
い
浮
か
べ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

確
か
に
過
去
に
は
、
新
二
年
生
歓
迎
会

に
始
ま
り
、
金
沢
大
学
と
の
合
同
ド
イ

ツ
語
合
宿
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
ー
テ
ィ

ー
、
卒
業
生
送
別
会
等
、
様
々
な
催
し

が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な

行
事
は
す
べ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
現
在
、
か
つ
て
の
よ
う
な
活
発

な
交
流
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
少
し
ず

つ
企
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
語
教
室
を

め
ぐ
る
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
真
面
目
な
学
生
が
多
く
、
辞
書

を
引
き
な
が
ら
、
こ
つ
こ
つ
と
勉
学
に

励
む
風
景
は
以
前
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
三
年
生
、
四
年
生
と
学

年
が
進
む
に
従
っ
て
、
着
々

と
ド
イ
ツ
語
力
を
高
め
、
語

学
ま
た
は
文
学
の
テ
ー
マ
で

ド
イ
ツ
語
要
旨
の
つ
い
た
立

派
な
論
文
を
書
き
上
げ
て
、

卒
業
し
て
い
き
ま
す
。
学
生

数
も
一
学
年
二
人
ぐ
ら
い
と

低
迷
し
て
い
た
の
が
、
今
年

度
は
六
名
と
久
し
ぶ
り
に
多

く
な
り
ま
し
た
。
他
コ
ー
ス

か
ら
の
授
業
履
修
者
も
増
え

て
き
て
お
り
ま
す
。

　
逆
境
に
負
け
ず
、
こ
れ
か
ら
も
学
生

の
ド
イ
ツ
語
と
い
う
言
葉
と
文
学
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
温
か
く

見
守
っ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
大
変
残
念
な
こ
と
に
、
北
村

先
生
は
昨
年
九
月
に
他
界
さ
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
文
化
コ
ー
ス

　
　
ド
イ
ツ
言
語
文
化
分
野

教
授
　
黒
田
　
　
廉

言
語
文
化
領
域

研
究
室

研
究
室か

ら
か
ら

学位記授与式・祝賀会
　
二
〇
二
四
年
三
月
二
十
二
日
㈮
富

山
大
学
学
位
記
授
与
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
午
前
の
全
体
式
典
の
後
、

午
後
一
時
よ
り
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ

ス
で
人
文
学
部
の
学
位
記
授
与
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
西
副
学
部

長
の
開
式
の
辞
で
始
ま
り
ま
し
た
。

同
窓
会
の
米
原
寛
会
長
が
祝
辞
を
述

べ
、
旧
制
富
山
高
等
学
校
百
周
年
の

年
に
卒
業
す
る
学
生
た
ち
に
は
な
む

け
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
五
年
ぶ
り
と
な
る
卒
業

修
了
祝
賀
会
を
開
催
し
、
は
じ
め
て

立
食
形
式
と
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

記
念
撮
影
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
名
残
を

惜
し
み
つ
つ
、
会
場
は
華
や
か
に
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

体
育
会
ヨ
ッ
ト
部
か
ら
活
動
支
援
の
お
願
い

い
た
富
山
大
学
へ
の
恩
返
し
、
社

会
貢
献
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

富
山
大
学
体
育
会
ヨ
ッ
ト
部

Ｏ
Ｂ
会
会
長　
荒
木　
正
一

　
（
経
済
学
部　
昭
和
５５
年
卒
）

関
西
支
部
長　
井
上　
敏
宏

　
（
経
済
学
部　
昭
和
６２
年
卒
）

Ｏ
Ｂ　
清
野　
敬
史

（
人
文
学
部　
平
成
２７
年
卒
）

（
連
絡
先
）
関
西
支
部　
井
上

tuyc1962@
gm
ail.com

Ｏ
Ｂ
会
の
寄
付

２
０
２
２
年
度
３
８
５
万
円

２
０
２
３
年
度
３
６
５
万
円

富山大学HP➡教育･学生支援➡課外活動➡課外活動支援基金
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出典『人文学部案内２０２４』（富山大学人文学部）出典『人文学部案内２０２４』（富山大学人文学部）
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人
文
学
部
の
あ
ゆ
み
第
九
回

旧
制
富
山
高
等
学
校
の「
生
徒
便
覧
」

富
山
大
学
准
教
授
　
入
　
江
　
幸
　
二

　
二
〇
二
二
年
四
月
に
「
富
山
大
学

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
歴
史
資
料
館
」
が
オ

ー
プ
ン
し
た
が
、
昨
年
人
文
学
部
で

も
資
料
展
示
室
を
人
文
棟
二
階
に
設

け
、
人
文
学
部
の
歴
史
に
か
か
わ
る

資
料
の
収
集
・
展
示
を
始
め
た
。
今

は
ま
だ
旧
制
富
山
高
等
学
校
に
ま
つ

わ
る
品
々
（
馬
場
は
る
氏
と
南
日
恒

太
郎
校
長
の
写
真
や
校
旗
な
ど
）
が

中
心
で
、
文
理
学
部
・
人
文
学
部
の

も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
一
般
公
開

も
数
回
実
施
し
た
の
み
で
あ
る
。
今

後
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
つ

つ
、
今
回
は
旧
制
高
校
の
「
生
徒
便

覧
」
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

八
頁
、
他
に
空
白
の
頁
と
時
間
割
記

入
欄
が
十
八
頁
あ
る
。
内
容
に
つ
い

て
は
、
学
校
の
沿
革
、
綱
領
（
進

取
・
反
省
・
協
調
な
ど
が
生
徒
と
し

て
の
心
得
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

る
）、
校
歌
、
服
装
規
定
、
日
常
生

活
や
健
康
面
な
ど
の
心
得
、
事
務
的

な
手
続
き
や
宿
舎
（
青
冥
寮
）
に
関

す
る
規
定
、
徴
兵
に
関
す
る
説
明
、

教
職
員
の
氏
名
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　
時
代
を
物
語
る
内
容
と
し
て
興
味

深
い
の
は
、
ま
ず
「
社
會
科
學
取
締

ニ
關
ス
ル
高
専
校
長
ノ
決
議
事
項
」

（
大
正
十
五
年
五
月
）
が
記
載
さ
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
左

傾
思
想
」
の
研
究
を
禁
じ
る
も
の
で

あ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
富
山
高

校
で
も
マ
ル
ク
ス
主
義
を
研
究
す
る

社
会
主
義
研
究
会
が
組
織
さ
れ
て
い

る
（
当
時
の
学
生
運
動
資
料
に
関
し

て
は
『
北
日
本
新
聞
』
二
〇
二
一
年

六
月
五
日
の
記
事
を
参
照
さ
れ
た

い
）。
も
う
一
点
は
「
衛
生
上
ノ
注

意
事
項
」
と
い
う
項
目
で
、
結
核
な

ど
の
初
期
症
状
や
予
防
法
に
つ
い
て

記
さ
れ
て
い
る
。
寮
生
も
多
か
っ
た

当
時
の
生
徒
た
ち
へ
の
配
慮
が
う
か

が
え
る
。

　新　刊　案　内　新　刊　案　内
人文学部ゆかりの方々の新刊を紹介します。

『地域の想いに出会う　富山県滑川市と上市
町の調査記録（地域社会の文化人類学的調
査３２）』
野澤豊一（准教授）、藤本武（教授）編、富山
大学人文学部文化人類学研究室、２０２２年 ５ 月刊

『公武政権の強豪と協調　京都の中世史　 ３ 』
長村祥知（講師）ほか著、吉川弘文館、２０２２年
７ 月刊

『まつりは守れるか－無形の民俗文化財の保
護をめぐって』
石垣悟（文化人類学平成 ９年卒）編著、八千代
出版、２０２２年 ９ 月刊

『宗教 ２ 世』
荻上チキ編著、斉藤正美（院日本・東洋文化平
成 ９年卒）ほか著、太田出版、２０２２年１１月刊

『墨書土器と文字瓦　出土文字史料の研究』
吉村武彦ほか編、鈴木景二（教授）ほか執筆、
八木書店出版部、２０２３年 １ 月刊

『あの人が選んだ絵本ガイド１００　児童書
店、家庭文庫の１０人の専門家がセレクト

（momo book）』
momo 編集部編、杉原由美子（中国文学昭和５３
年卒）ほか執筆、マイルスタッフ、２０２３年 ３ 月
刊

『古文書の科学　料紙を複眼的に分析する』
渋谷綾子、天野真志編著、文学通信、２０２３年 ３
月刊、協力者の富田正弘氏は元教員

『長尾為景　シリーズ・中世関東武士の研究
　第３４巻』
黒田基樹編著　久保尚文（史学昭和４４年卒）ほ
か執筆、戎光祥出版、２０２３年 ３ 月刊

『龍光院本　承久記絵巻』
長村祥知（講師）編著、思文閣出版刊、２０２３年
３ 月刊

『ルールの科学　方法を評価するための社会学』
佐藤裕（教授）著、青弓社、２０２３年 ４ 月刊

『友』
ペク・ナムリョン著、和田とも美（准教授）
訳、小学館、２０２３年 ４ 月刊

『ルネ・ヴィヴィアン伝』
ジャン＝ポール・グージョン著、中島淑恵（教
授）訳、水声社、２０２３年 ６ 月刊

『源頼朝と木曾義仲　対決の東国史　 １ 』
長村祥知（講師）編著、吉川弘文館、２０２３年 ８
月刊

『身の維新』
田中聡（文化構造論昭和６０年卒）著　亜紀書房
刊、２０２３年１２月

　年会費納入状況をお知らせいた
します。
　令和 ５年 ６月から令和 ６年 ３月
まで１６５名の方から１６５，０００円の年
会費を納入していただきました。
　また１６名の方から終身会費
１６０，０００円を納入していただきま
した。
　ご支援ご協力厚く御礼申し上げ
ます。

会費の納入状況

理
　
事
　
会

理
　
事
　
会

二
〇
二
三
年
度

　
第
一
回
、
六
月
二
十
一
日
㈬

　
第
二
回
、
十
月
十
八
日
㈬

　
第
三
回
、
十
二
月
十
三
日
㈬

　
総
会
、
人
文
の
集
い
、
理
事
会
の

詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。
会
則
や
役
員
名
簿

等
も
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
本
学
部
の
鈴
木
景
二
教
授

（
日
本
史
）
が
入
手
さ
れ
た
も
の

で
、
大
き
さ
は
縦
十
五
セ
ン
チ
、
横

十
セ
ン
チ
、
厚
さ
七
ミ
リ
の
い
わ
ゆ

る
生
徒
手
帳
で
あ
る
。
本
文
は
一
一

　
現
在
の
大
学
で
は
こ
う
し
た
生
徒

手
帳
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
が
、
そ

れ
に
近
い
の
は
『
教
養
教
育
ガ
イ

ド
』
と
『
専
門
科
目
履
修
の
手
引

き
』
で
あ
ろ
う
か
。
学
生
の
私
生
活

に
関
わ
る
事
柄
は
記
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
旧
制
高
校
時
代
と
比
べ
複

雑
に
な
っ
た
履
修
方
法
に
つ
い
て
丁

寧
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
こ

う
い
っ
た
新
制
大
学
以
降
の
資
料
に

つ
い
て
も
系
統
だ
っ
て
集
め
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
人
文
学
部
の
歴
史
を

振
り
返
る
こ
と
が
容
易
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
は
、
今

後
ご
自
宅
等
で
処
分
す
る
も
の
の
な

か
に
文
理
学
部
な
い
し
人
文
学
部
に

関
わ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
大
学
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
に
一
度
ご
相
談
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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2０2４年度　総会のご案内

講演：「ヘルン文庫のことなど」
講師：前富山県立図書館長

中﨑（中尾）圭子（中国語中国文学昭和６１年卒）

日時　202４年 ７ 月１３日㈯
　　　　総　会　１３：３0～　講演会　１４：４0～
　　　　交流会　１６：00～
会場　インテック タワー１１１ビル
      ４ 階 スカイギャラリー（富山市牛島新町５－５）

第１１回　「人文の集い」ご案内

講演：「小、中、高、大の教員遍歴」
講師：上越教育大学名誉教授

　廣瀨　裕一（哲学昭和５１年卒）

日時　202４年１０月１９日㈯
　　　　講　演　１0：00～　於第 １講義室
　　　　昼食会　１１：５0～　於第 2講義室
会場　富山大学人文学部１階　

報
告
報
告

二
〇
二
三
年
度

同
窓
会
総
会

　
二
〇
二
三
年
度
人
文
学
部
同
窓
会

総
会
が
、
七
月
八
日
㈯
と
や
ま
自
遊

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
挨
拶
の
後
、
同
窓
会
名
誉
会

長
で
も
あ
る
人
文
学
部
長
齊
藤
大
紀

先
生
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
議
事
に
入
り
二
〇
二
二
年

度
事
業
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
二

〇
二
二
年
度
は
総
会
と
「
人
文
の
集

い
」
は
対
面
で
開
催
し
ま
し
た
が
、

学
位
記
授
与
式
後
の
卒
業
祝
賀
会
は

実
施
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
い
で
二
〇
二
三
年
度
事
業
計
画

案
及
び
予
算
案
に
つ
い
て
協
議
し
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
藤
本
幸
夫
名
誉
教

授
に
よ
る
講
演
「
人
文
学
部
と
私
の

朝
鮮
学
研
究
」
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

富
山
大
学
在
任
中
を
含
む
半
世
紀
以

上
に
わ
た
る
ご
研
究
一
筋
の
お
人
柄

が
あ
ら
わ
れ
る
お
話
に
参
加
者
一
同

心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
藤
本
先

生
、
齊
藤
学

部
長
を
囲
み

ア
メ
リ
カ
や

長
野
県
か
ら

か
け
つ
け
た

同
窓
生
も
含

め
和
や
か
に

交
流
を
深
め

ま
し
た
。

人
文
学
部
教
員
異
動

　
　 

　（
令
和
６
年
３
月
）

○
姜
　
信
善（
心
理
学
）准
教
授

○
樋
野
幸
男（
言
語
学
）教
授

○
山
﨑
け
い
子（
日
本
語
教
育
学
）教
授

○
次
山
　
淳（
考
古
学
）
教
授

　
転
出
（
令
和
６
年
３
月
）

○
直
原
康
光（
心
理
学
）講
師

　
新
学
部
長
就
任（
令
和
６
年
４
月
）

○
大
西
宏
治（
人
文
地
理
学
）教
授

　
採
用
（
令
和
６
年
４
月
）

○
次
田
　
瞬（
哲
学
）講
師

○
田
部
知
季（
日
本
文
学
）准
教
授

○
笠
根
　
唯（
英
米
言
語
文
化
）講
師

退
職

同
窓
会
事
務
局
異
動

○
新
任
　
高
波
満
里（
令
和
５
年
６
月
）

○
退
任
　
村
本
浩
子（
令
和
５
年
７
月
）

―訃 報―　謹んでご冥福をお祈りいたします。
北
村
　
純
一（
名
誉
教
授　

独
文
）

　

令
和
５
年
９
月
１
日
ご
逝
去

高
宮
　
美
雪

（
中
国
語
中
国
文
学　

昭
和
５９
年
卒
）

　

令
和
４
年
７
月
ご
逝
去

田
代（
田
中
）久
勝

（
英
文
学　

昭
和
３７
年
卒
）

　

令
和
４
年
５
月
６
日
ご
逝
去

林
　
　
夏
生（
准
教
授　

国
際
関
係
論
）

　

令
和
６
年
１
月
７
日
ご
逝
去

藤
田（
八
木
沢
）祐
子

（
国
文
及
び
中
文　

昭
和
３７
年
卒
）

　

令
和
５
年
１
月
５
日
ご
逝
去

古
山
　
重
吉

（
国
文
及
び
中
文　

昭
和
３５
年
卒
）

　

平
成
３０
年
ご
逝
去

眞
舘
　
明
香（
社
会
学　

平
成
２５
年
卒
）

　

平
成
２８
年
ご
逝
去

宮
寺
　
　
優（
史
学　

昭
和
４４
年
卒
）

　

令
和
４
年
６
月
１７
日
ご
逝
去

山
﨑
　
幸
雄（
元
教
官
）

　

令
和
４
年
６
月
１３
日
ご
逝
去

人
文
の
集
い

第
十
回

報
告
報
告

　
第
１０
回
「
人
文
の
集
い
」
は
、
十

月
二
十
八
日
㈯
、
富
山
大
学
五
福
キ

ャ
ン
パ
ス
の
人
文
学
部
棟
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
橋
本
明
美
氏

（
比
較
社
会　

二
〇
〇
二
年
卒
）
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
橋
本
さ
ん
は
イ
タ
リ
ア
で
購
入
さ

れ
た
華
や
か
な
ス
ー
ツ
姿
で
登
壇
さ

れ
、
市
役
所
か
ら
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
（
日
本

政
府
観
光
局
）
に
派
遣
さ
れ
、
ロ
ー

マ
事
務
所
発
足
に
関
わ
っ
た
ご
経
験

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変

興
味
深
い
お
話
に
一
時
間
半
が
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
。

　
引
き
続
き
、
橋
本
講
師
、
齊
藤
学

部
長
を
囲
み
、
隣
室
で
昼
食
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
最
初
に
第
十
回

を
迎
え
た
「
人
文
の
集
い
」
の
生
み

の
親
で
あ
る
松
平
前
同
窓
会
長
が
挨

拶
し
ま
し
た
。
参
加
者
が
近
況
や
講

演
の
感
想
を
述
べ
た
後
、
和
や
か
に

歓
談
が
続
き
ま
し
た
。

◆　
　
◆　
　
◆

　
総
会
の
記
念
講
演
は
参
加
費
無
料

で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
「
人
文
の
集
い
」
の
講
演
も
参
加

費
無
料
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

　
総
会
、
人
文
の
集
い
と
も
同
窓
会

事
務
室
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
他
、
同
封
ハ
ガ
キ

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
多
く
の
方
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。


